
第３回 熊本県 中九州横断道路事業調整会議 議事概要 

 

１．日 時 令和７年２月２６日（水）１５：００～ 

２．場 所 国土交通省 熊本河川国道事務所 会議室 

３．出席者 

国土交通省 九州地方整備局 道路部 道路計画第一課長 

国土交通省 九州地方整備局 熊本河川国道事務所長 

熊本県 土木部長 

熊本市 都市建設局長 

（オブザーバー） 

西日本高速道路株式会社 九州支社 総務企画部 企画調整課長 

西日本高速道路株式会社 九州支社 熊本高速道路事務所長 

４．議事概要 

○事業中区間の状況 

・熊本県内における中九州横断道路については、令和６年度は、竹田阿蘇道路の熊本県

側において、用地買収や橋梁下部工工事を推進、滝室坂道路において、令和８年度の

開通を目指し改良工事やトンネル工事等を推進、大津熊本道路（大津西～合志）にお

いて、調査設計を推進、用地買収に着手、大津熊本道路（合志～熊本）において、用

地買収や橋梁下部工工事等を推進している。 

・今年度より新たに事業に着手した大津道路については、調査設計を推進している。令

和７年１月１９日に中心杭打ち式を開催。 

・現在、熊本県においては、企業集積エリア周辺の道路整備を全力で進めており、特に

合志 ICアクセス道路については、R10年度を目標に事業を進めている。 

・中九州横断道路沿線では、世界的半導体企業である TSMC 社関連の第一工場が本格稼

働、第二工場についても敷地造成工事が進められるなど半導体関連企業の集積が進む

一方、通勤バスの実証実験・時差出勤等に取り組んでいるが、交通状況は依然として

悪く、中九州横断道路の早期整備が求められている。 

 

○熊本県、熊本市からの要望・提案 

・熊本都市圏の円滑な人流・物流機能を確保する観点から、熊本環状連絡道路について

も大津熊本道路の供用に遅れることがないよう早期事業化に特段の配慮をお願いする。 

・中九州横断道路の早期整備が必要であり、特に大津西～下硯川について、接続する九

州縦貫自動車道と同水準の管理水準・料金水準で有料道路事業を導入していただくよ

う提案する。 

・有料道路制度の導入については、熊本県と熊本市で協力し、県民・市民の理解促進に

向けた対応を実施する。 

・また、中九州横断道路の一日も早い全線供用に向け、有料道路制度導入に伴う都市計

画手続き等、地元自治体などと連携し、取り組んでいく。 

 

○今後の進め方 

・国と熊本県・熊本市で情報共有を図りつつ、引き続き早期開通に向け事業を推進する。 

・熊本県、熊本市からの提案を踏まえ、国が有料道路事業を前提に計画の検討を進める。 

・熊本県と熊本市で協力し、有料道路制度の導入に向け県民・市民の理解促進に向けた

対応を実施するとともに、必要な手続きに取り組んでいく。 
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1※ 延長は熊本県外の延長を含む

路線名 箇所名 延長 状況
事業中箇所の

令和６年度事業予定内容（熊本県側）

中九州横断道路

竹田阿蘇道路 22.5km 事業中
・調査設計推進
・用地買収推進
・橋梁下部工工事推進

滝室坂道路 6.3km
事業中

(R8年度開通予定)

・調査設計推進
・改良工事、トンネル工事等推進

大津道路 4.8km
事業中

（R6年度事業化）
・調査設計推進

大津熊本道路
（大津西～合志）

4.7km 事業中 ・調査設計推進

大津熊本道路
（合志～熊本）

9.1km 事業中
・調査設計推進
・用地買収推進
・橋梁下部工工事等推進

熊本環状連絡道
路

約 4km 調査中 R6.2.20 都市計画決定

①中九州横断道路（熊本県側）の進捗状況一覧



広域図

直轄

直轄 直轄

直轄直轄

直轄

凡 例

高
規
格
道
路

高速自動車国道

自動車専用道路

調 査 中

一 般 国 道

※未開通区間のIC名は仮称

事業中

事業中

直 轄 補 助

直轄

▲中心杭打ち式（R7.1.19)▲着工式（R5.9.24）

②中九州横断道路（熊本県側）の進捗状況

終
点

熊
本
県
熊
本
市

熊本環状
連絡道路

調査中 延長9.1㎞
事業中

（R2事業化）

（合志～熊本）（大津西～合志）

延長4.7㎞
事業中

（R4事業化）

大津道路

調査中延長11.9㎞
【R2.10 開通】

北側復旧道路

滝室坂

～阿蘇 滝室坂道路 竹田阿蘇道路

延長6.3㎞
事業中

（H25事業化）
(R8開通予定)

延長22.5㎞
事業中

（H31事業化）

朝地～竹田
延長6.0㎞

【H31.1 開通】

大野～朝地
延長6.3㎞

【H27.2 開通】

大野竹田道路
延長12.3㎞

【H20.3 開通】

千歳大野道路
延長8.7㎞

犬飼千歳道路
延長4.3㎞

【H19.3 開通】

起
点

大
分
県
大
分
市

いぬかいちとせちとせおおのおおのたけた

おおの あさじあさじ たけた

たけた あ そたきむろざか

たきむろざか

あ そきたがわふっきゅうおおづおおづ にし こうしこうし くまもと

くまもとかんじょう 大津熊本道路
おおづくまもと

令和５年９月２４日
着工式

令和５年６月１８日
トンネル貫通式

延長4.8㎞
事業中

（R6事業化）

直轄

調査設計、
用地買収、
工事推進。

調査設計
推進

調査設計
推進

調査設計、
用地買収、
工事推進。

調査設計、
工事推進。

写真貼付予定

令和７年１月１９日
中心杭打ち式

中九州横断道路 延長約１２０ｋｍ
なかきゅうしゅうおうだん

2

令和６年２月２０日
都市計画決定



大津IC

下硯川IC

（仮）合志IC

（仮）西合志IC

道の駅
旭志

道の駅
泗水

道の駅
大津

合志市役所
大津町役場

菊陽町役場

住吉
工業団地

永工業
団地

川辺工業団地
熊本北
工業団地

セミコン
テクノパーク

原水
工業団地

第２原水
工業団地

室工業団地

合志工業団地

蓬原工業団地

栄工業団地

栄第２
工業団地

TSMC
第1工場

熊本中核工業団地6

2

調査中 開通済

（仮）熊本北
JCT・IC

高規格道路
（高速自動車国道）
高規格道路 事業中 調査中
（自動車専用道路）
一般国道 ４車線 事業中
（直轄管理区間）
一般国道
（直轄管理区間外）
その他道路
交通量
（R3一般交通量調査）
道の駅

役場

工業団地

凡　例

　　　　４車線

ｃ

交通量台／日

2

7
3

1

2

2

6
2

74
27

（仮）大津西IC

4

1
1 56

1

1

1

1 1

1
6

1

1

1

6
1

1 34
3

21

1
1

3

1

1
1

3 事業中 1
2

中九州横断道路

熊本環状連絡道路 大津熊本道路 大津道路 北側復旧道路
事業中

1

TSMC
第2工場

凡例

半導体関連工場

二輪四輪関連工場

その他工場

12

13

11 10

※数値は企業数

③中九州横断道路（熊本県側）周辺の開発状況
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○周辺道路の速度低下についてH28.4月（企業立地増加前）、H31.4月(コロナ前)、R6.4月(最新)で比較。
○朝は、国道57号や県道30号大津植木線において、セミコンテクノパーク方向に向かう車両の速度低下が徐々に悪化している。

(１)周辺道路の混雑状況 ①平日朝（７時台）の速度低下

 セミコンテクノパーク周辺での企業進出や設備増設による雇用増
加などにより、交通量が増加していることが、速度低下の要因の
一つと考えられる。

※セミコンテクノパーク周辺に向かう車両の速度低下区間が菊陽町
役場の北側付近先頭になっているのは、町道でセミコンテクノパー
ク方面に北上する車両が多いため。

 光の森周辺は面的に平均旅行速度の低下が発生しており、セミコ
ンテクノパーク周辺へ向かう車両と熊本市方面へ通勤する車両が
混在していると想定される。

【利用データ】ETC2.0プローブ情報
【分析期間】H28.4月・H31.4月・R6.4月 いずれも平日朝7時台

企業立地
増加前
(H28.4)

コロナ前
(H31.4)

町道
で北上

光の森周辺は
面的に混雑

最新
(R6.4)

町道
で北上

光の森周辺は
面的に混雑

325

大津町役場

菊陽町役場

合志市役所

N

セミコンテクノ
パーク

（仮）西合志IC

（仮）合志IC

（仮）大津西IC

325

341

本田技研
熊本工場

阿蘇くまもと
空港熊本IC

北熊本SIC

30

大津IC

（仮）大津西IC325

大津町役場

菊陽町役場

合志市役所

N

セミコンテクノ
パーク

（仮）西合志IC

（仮）合志IC

325

30

341

本田技研
熊本工場

阿蘇くまもと
空港熊本IC

北熊本SIC

大津IC

325

大津町役場

菊陽町役場

合志市役所

N

セミコンテクノ
パーク

（仮）西合志IC

（仮）合志IC

325

30

341

本田技研
熊本工場

阿蘇くまもと
空港熊本IC

北熊本SIC

（仮）大津西IC

大津IC

0-10km/h未満
10-20km/h未満
20-30km/h未満
30-40km/h未満
40-50km/h未満
50km/h-
データなし

【速度凡例】

0-10km/h未満
10-20km/h未満
20-30km/h未満
30-40km/h未満
40-50km/h未満
50km/h-
データなし

【速度凡例】
0-10km/h未満
10-20km/h未満
20-30km/h未満
30-40km/h未満
40-50km/h未満
50km/h-
データなし

【速度凡例】

138

138

138

熊本市 熊本市

熊本市

下図：地理院地図（電子国土web）

下図：地理院地図（電子国土web） 下図：地理院地図（電子国土web）

④中九州横断道路（熊本県側）周辺の交通状況等

4出典：令和6年度 第1回熊本県交通渋滞対策協議会資料を引用



(１)周辺道路の混雑状況 ②平日夕方（１８時台）の速度低下

○夕方は、国道57号や国道387号等、熊本市方面に向かう路線の速度低下が顕著になっている。

 光の森周辺は面的に平均旅行速度の低下が発生。

 セミコンテクノパーク周辺から熊本市方面へ帰宅する車両と光の森
周辺の住宅地へ帰宅する車両が混在していると想定される。

企業立地
増加前
(H28.4)

コロナ前
(H31.4)

光の森周辺は
面的に混雑

最新
(R6.4)

国道57号への接
続路線が混雑

北熊本SIC 北熊本SIC

325

大津町役場

菊陽町役場

合志市役所

N

セミコンテクノ
パーク

（仮）西合志IC

（仮）合志IC

325

341

本田技研
熊本工場

阿蘇くまもと
空港熊本IC

30

（仮）大津西IC

大津IC

341

325

大津町役場

菊陽町役場

合志市役所

N

セミコンテクノ
パーク

（仮）西合志IC

（仮）合志IC

325

30

本田技研
熊本工場

阿蘇くまもと
空港熊本IC

（仮）大津西IC

大津IC

北熊本SIC

325

大津町役場

菊陽町役場

合志市役所

N

セミコンテクノ
パーク

（仮）西合志IC

（仮）合志IC

325

30

341

本田技研
熊本工場

阿蘇くまもと
空港熊本IC

（仮）大津西IC

大津IC

0-10km/h未満
10-20km/h未満
20-30km/h未満
30-40km/h未満
40-50km/h未満
50km/h-
データなし

【速度凡例】

0-10km/h未満
10-20km/h未満
20-30km/h未満
30-40km/h未満
40-50km/h未満
50km/h-
データなし

【速度凡例】
0-10km/h未満
10-20km/h未満
20-30km/h未満
30-40km/h未満
40-50km/h未満
50km/h-
データなし

【速度凡例】

138

138

138

光の森周辺は
面的に混雑

熊本市 熊本市

熊本市

下図：地理院地図（電子国土web）

下図：地理院地図（電子国土web） 下図：地理院地図（電子国土web）

【利用データ】ETC2.0プローブ情報
【分析期間】H28.4月・H31.4月・R6.4月 いずれも平日18時台

④中九州横断道路（熊本県側）周辺の交通状況等

5出典：令和6年度 第1回熊本県交通渋滞対策協議会資料を引用



(１)セミコンテクノパーク周辺将来動向と渋滞変化イメージ

下図：地理院地図
（電子国土web）

N

（仮）熊本北JCT

（仮）西合志IC

（仮）合志IC
（仮）大津西IC

大津IC

大津町
役場

菊陽町役場

合志市役所

【国道57号】

町道南方大人足線への左
折車線設置

（R6年度完成）
事業主体：国

大津植木線

合
志
市
道

菊
陽
町
道

辛
川
鹿
本
線

か
ら
か
わ
か
も
と

大津西合志線

至 菊池市

至 熊本市街地

至 福岡市

至

阿
蘇
市

至

山
鹿
市

至 菊池市

至

阿
蘇
市

至 八代市
くまもと臨空
テクノパーク

本田技研
熊本工場

325

57

49

387

341

30

37

57

57

3

138

30

E３

【菊陽空港線(原水工区)】
完成2車線の道路延伸

(R8年度開通予定)
事業主体：菊陽町

【新山原水線（原水工区）】
完成2車線のバイパス整備

（R8年度開通予定）
事業主体：熊本県

みなみかたおおひとがし

し ん や ま は ら み ず

み な み が た お お ひ と がし

【竹迫・第二テクノ線】
現道拡幅(完成2車線→完成4車線)

（R11年度目標）

事業主体：合志市

【国道443号（空港北拡幅）】
空港北拡幅(完成2車線→完成4車線）

・バイパス整備、現道拡幅
事業主体：熊本県

【合志ICアクセス道路】
現道拡幅・バイパス
（R10年度目標）

事業主体：熊本県

【国道387号（須屋付近）】
現道拡幅（完成2車線→

完成4車線）
事業主体：熊本県

【杉並木公園線】
完成2車線の道路延伸
事業主体：菊陽町

 主要交差点の改良を検討

 合志IC～大津西ICの新IC
 新IC～集積エリア連絡道路

も検討中
【大津熊本道路】

道路整備
事業主体：国

【大津植木線多車線化】
現道拡幅

（R10年度目標）

事業主体：熊本県

443

た か ば

【三吉原北出口線】
現道拡幅（R10年度目標）

事業主体：大津町

【南方大人足線(南方交差点)】
国道57号への右折車線増設

(R6年度完成)
事業主体：菊陽町

みなみがたおおひとがし

【南方大人足線】
現道拡幅（R10年度目標）

事業主体：菊陽町

みなみかたおおひとがし

至 御船町

- 道路事業 -

【凡 例】

：主要渋滞箇所

：国事業

：県事業

：市区町村事業

：その他検討中事業

- 将来動向 -
：企業・工場予定地

：宅地造成予定地

セミコンテクノ
パーク

【大津植木線（辻久保工区）】
完成2車線のバイパス整備

(R7年度目標)
事業主体：熊本県

つ じ く ぼ

【下大谷1号線】
現道拡幅(R10年度目標)

事業主体：菊陽町

しもおおたに

【下大谷1・2号線】
バス停車帯(R6年度予定)

事業主体：菊陽町

しもおおたに

【下原堀川線】
現道拡幅

（R10年度目標）
事業主体：菊陽町

しもばるほりかわ

⑤中九州横断道路（熊本県側）周辺の道路整備状況

6

出典：令和6年度 第1回熊本県交通渋滞対策協議会資料を一部加工

第二工場

TSMC
第一工場
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令和７年２月２６日

熊本県

熊本市

資料２

【熊本県・熊本市 要望・提案事項資料】



中九州横断道路の早期整備実現に向けた要望・提案事項

1

広域図

【熊本県・熊本市からの要望・提案事項】
《要望》○熊本都市圏の円滑な人流・物流機能を確保する観点から、熊本環状連絡道路についても大津熊本道路の供用

に遅れることがないよう早期事業化に特段の配慮をお願いする。
《提案》○中九州横断道路の早期整備が必要であり、特に大津西～下硯川について、接続する九州縦貫自動車道と同水

準の管理水準・料金水準で有料道路事業を導入していただくよう提案する。
なお、有料道路制度の導入については、熊本県と熊本市で協力し、県民・市民の理解促進に向けた対応を実
施する。
また、中九州横断道路の一日も早い全線供用に向け、有料道路制度導入に伴う都市計画手続き等、地元自治
体などと連携し、取り組んでいく。

R2年度事業化

西合志IC
にし ごう し

R4年度事業化

R6年度事業化

有料道路事業の導入 提案区間



九州縦貫自動車道と同水準とした場合の通行料金の例（普通車）

2
※都市計画図を基に料金設定したものであり、有料道路事業者の設定と必ずしも一致しない。

植木IC

下硯川IC

合志IC

大津西IC

熊本北IC⇔大津西IC

通行料金：520円

下硯川IC⇔大津西IC

通行料金：620円

植木IC⇔大津西IC

通行料金：850円

植木IC⇔下硯川IC

通行料金：600円

植木IC⇔合志IC

通行料金：720円



 

令和７年（２０２５年）２月２６日  

道路整備課  

（知事コメント） 

第３回熊本県中九州横断道路事業調整会議における 

国への提案について（知事コメント） 

中九州横断道路の現在の状況などに係る情報共有を図るため、

国・県・熊本市において設置した「熊本県中九州横断道路事業調

整会議」の第３回会議を、本日開催しました。 

中九州横断道路沿線では、国家プロジェクトであるＴＳＭＣ

関連のＪＡＳＭ第１工場が本格的に操業を開始され、第２工場

についても敷地造成工事が進むなど、更なる企業集積の進展が

見込まれます。 

半導体関連産業の集積に伴う物流の効率化、人流の円滑化を

図るためには、セミコンテクノパーク周辺の幹線道路ネットワ

ークの中心的な道路である中九州横断道路の早期整備が不可

欠です。 

そのため、前回の第２回会議では、県・熊本市より、中九州

横断道路の早期整備に向け、有料道路事業導入を提案したとこ

ろです。 

そして今回、特に「大津西～下硯川」間について、早期整備

の観点から、接続する九州縦貫自動車道と同水準の管理水準・

料金水準で有料道路事業を導入していただくよう、新たに提案

を行いました。 

今後も、中九州横断道路の１日も早い全線開通に向け、地元自

治体と連携し、有料道路事業導入に伴う都市計画手続き等、必要

な手続きを進めます。有料道路事業導入への県民の皆様の御理

解をいただけるよう、県で主体性を持って全力で取り組んで参

ります。 

道路整備課 

担当：竹野、橋本 

直通：096-333-2871 



                        

第３回 熊本県中九州横断道路事業調整会議における 

国への提案について（市長コメント） 

 

中九州横断道路の現在の状況などに係る情報共有や早期整備に向けた協力体制

を図るため、国土交通省、熊本県、熊本市において設置した「第３回熊本県中九州

横断道路事業調整会議」が、本日開催されました。 

前回の第２回会議では、熊本県、熊本市より、熊本都市圏の円滑な人流・物流機

能を確保する観点から、「中九州横断道路 熊本北～下硯川（熊本環状連絡道路）」

の早期事業化を要望するとともに、中九州横断道路の確実な早期整備に向け、有料

道路事業導入を提案しました。 

本道路沿線では、世界的半導体企業であるＴＳＭＣ関連の第１工場が本格稼働し、

また第２工場の敷地造成工事が進むなど、更なる関連企業の集積による交通需要が

高まっていることから、周辺地域では速度低下が確認されるなど、交通状況は既に

悪化しており、「中九州横断道路」の早期整備が不可欠です。 

特に、「大津西～下硯川」間については、 早期整備の観点から、接続する九州縦

貫自動車道と同水準の管理水準・料金水準で有料道路事業を導入していただくよう、

要望・提案を重ねて参りました。 

有料道路事業の導入については、今後も引き続き、熊本県と熊本市で協力し、県

民・市民の理解促進に努めるとともに、中九州横断道路の１日も早い全線開通に向

け、有料道路事業導入に伴う都市計画手続き等、国や熊本県と連携し、全力で取り

組んで参ります。 

 

 令和７年（２０２５年）２月２６日  

熊本市長 大西一史 
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